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(57)【要約】
【課題】シールリップ部の延出端の位置ずれを抑制可能
なパッキン及びバッテリモジュールのシール構造を提供
する。
【解決手段】パッキン１は、ダクト３に取り付けられる
基部１１と、基部１１からバッテリモジュール２１へ向
かって延出し、バッテリモジュール２１に圧接するシー
ルリップ部１２と、を備える。シールリップ部１２の途
中には、第１屈曲部１３が設けられる。基部１１とシー
ルリップ部１２との連続部には、第２屈曲部１４が設け
られる。第１屈曲部１３と第２屈曲部１４とは、互いに
反対方向へ屈曲している。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二部材同士の間をシールするパッキンであって、
　一方の部材に取り付けられる基部と、
　前記基部から他方の部材へ向かって延出し、前記他方の部材に圧接するシールリップ部
と、を備え、
　前記シールリップ部の途中には、第１屈曲部が設けられ、
　前記基部と前記シールリップ部との連続部には、第２屈曲部が設けられ、
　前記第１屈曲部と前記第２屈曲部とは、互いに反対方向へ屈曲していることを特徴とす
るパッキン。
【請求項２】
　前記基部は、前記シールリップ部の延出端とシール方向で一致する位置に、前記一方の
部材に圧接する基部側シール部を有することを特徴とする請求項１に記載のパッキン。
【請求項３】
　前記シールリップ部の延出端は、曲面形状を呈し、
　前記基部側シール部は、前記シールリップ部の延出端と同等又は略同等の曲率に形成さ
れていることを特徴とする請求項２に記載のパッキン。
【請求項４】
　前記シールリップ部のうち前記第１屈曲部から延出端に至る部位は、中央側が前記一方
の部材側へ突出するように湾曲形成されていることを特徴とする請求項１乃至請求項３の
いずれか一項に記載のパッキン。
【請求項５】
　前記シールリップ部は、前記第１屈曲部と延出端との間に設けられ、前記他方の部材に
圧接するリップ側シール部を有することを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか一
項に記載のパッキン。
【請求項６】
　前記基部は、前記一方の部材に設けられた被係止部に係止可能な係止部を有することを
特徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載のパッキン。
【請求項７】
　前記基部は、シール方向の交差方向に沿って延設された延設部と、前記連続部から前記
延設部と反対方向へ向かって延設されたストッパ部と、を有することを特徴とする請求項
１乃至請求項６のいずれか一項に記載のパッキン。
【請求項８】
　上下面の少なくとも一方に開口部を有するバッテリモジュールと、
　前記バッテリモジュールの前記上下面の少なくとも一方に取り付けられ、前記開口部に
流体を供給するダクトと、
　前記バッテリモジュールと前記ダクトとの間をシールするパッキンと、
　前記バッテリモジュールの前記上下面に直交する直交面に締結固定されるバッテリフレ
ームと、を備えたバッテリモジュールのシール構造であって、
　前記パッキンは、
　前記バッテリモジュール及び前記ダクトのいずれか一方に取り付けられる基部と、
　前記基部から前記バッテリモジュール及び前記ダクトのいずれか他方へ向かって延出し
、前記他方に圧接するシールリップ部と、を備え、
　前記シールリップ部の途中には、第１屈曲部が設けられ、
　前記基部と前記シールリップ部との連続部には、第２屈曲部が設けられ、
　前記第１屈曲部と前記第２屈曲部とは、互いに反対方向へ屈曲しており、
　前記バッテリモジュールと前記ダクトのシール方向と、前記バッテリモジュールと前記
バッテリフレームの締結方向は、互いに直交していることを特徴とするバッテリモジュー
ルのシール構造。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パッキン及びパッキンを用いたバッテリモジュールのシール構造に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、二部材同士の間をシールするパッキンが種々開発されている。この種のパッキン
に関し、例えば特許文献１に記載のものがある。特許文献１に記載のパッキンは、シール
方向の交差方向に沿って延設された基部と、基部の一端から屈曲して一方の部材へ向かっ
て延出する第１シールリップ部と、基部の他端から第１シールリップ部の屈曲方向と反対
方向へ屈曲して他方の部材へ向かって延出する第２シールリップ部と、を備える。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－１１６１０１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１に記載の発明では、一方の部材上にパッキンを配置し、パッキンの
上から一方の部材に他方の部材を組み付けると、第１シールリップ部が基部側を中心に他
方の部材へ向かって屈曲し、第２シールリップ部が基部側を中心に一方の部材へ向かって
屈曲する。つまり、第１シールリップ部及び第２シールリップ部は、それぞれ一点のみで
屈曲する。そのため、第１シールリップ部及び第２シールリップ部の延出端が交差方向へ
それぞれ移動してしまい、延出端の位置ずれによって所望のシール性能を発揮できない虞
がある。
【０００５】
　本発明は、このような観点から創案されたものであり、シールリップ部の延出端の位置
ずれを抑制可能なパッキン及びバッテリモジュールのシール構造を提供することを課題と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記の課題を解決するために、本発明は、二部材同士の間をシールするパッキンであっ
て、一方の部材に取り付けられる基部と、前記基部から他方の部材へ向かって延出し、前
記他方の部材に圧接するシールリップ部と、を備え、前記シールリップ部の途中には、第
１屈曲部が設けられ、前記基部と前記シールリップ部との連続部には、第２屈曲部が設け
られ、前記第１屈曲部と前記第２屈曲部とは、互いに反対方向へ屈曲していることを特徴
とする。
【０００７】
　本発明によれば、シールリップ部の途中には、第１屈曲部が設けられ、基部とシールリ
ップ部との連続部には、第２屈曲部が設けられ、第１屈曲部と第２屈曲部とは、互いに反
対方向へ屈曲しているので、二部材の組付時に、シールリップ部が二点で屈曲する。つま
り、シールリップ部のうち第１屈曲部から延出端に至る部位は、第１屈曲部を中心に一方
の部材へ向かって倒れるように屈曲し、第１屈曲部から連続部に至る部位は、第２屈曲部
を中心に一方の部材へ向かって第１屈曲部の屈曲方向とは反対方向へ倒れるように屈曲す
る。これにより、第１屈曲部の屈曲作用による延出端の交差方向への移動を、第２屈曲部
の屈曲作用によって抑制（相殺）できる。そのため、延出端の位置ずれを抑制して、所望
のシール性能を発揮できる。
【０００８】
　また、前記基部は、前記シールリップ部の延出端とシール方向で一致する位置に、前記
一方の部材に圧接する基部側シール部を有する構成とするのが好ましい。
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【０００９】
　かかる構成によれば、基部は、シールリップ部の延出端とシール方向で一致する位置に
、一方の部材に圧接する基部側シール部を有するので、基部と一方の部材との間、及び、
シールリップ部と他方の部材との間をそれぞれ確実にシールできる。また、延出端と基部
側シール部とに作用する面圧を均一にできる。
【００１０】
　また、前記シールリップ部の延出端は、曲面形状を呈し、前記基部側シール部は、前記
シールリップ部の延出端と同等又は略同等の曲率に形成されている構成とするのが好まし
い。
【００１１】
　かかる構成によれば、シールリップ部の延出端は、曲面形状を呈し、基部側シール部は
、シールリップ部の延出端と同等又は略同等の曲率に形成されているので、延出端と基部
側シール部が平面形状を呈する場合に比べ、一方及び他方の部材との接触面積を減らすこ
とができる。したがって、面圧の分散を抑制できるので、シール性を高めることができる
。
【００１２】
　また、前記シールリップ部のうち前記第１屈曲部から延出端に至る部位は、中央側が前
記一方の部材側へ突出するように湾曲形成されている構成とするのが好ましい。
【００１３】
　かかる構成によれば、シールリップ部のうち第１屈曲部から延出端に至る部位は、中央
側が一方の部材側へ突出するように湾曲形成されているので、シールリップ部の延出端を
他方の部材に確実に接触させることができる。
　また、シールリップ部のうち第１屈曲部から延出端に至る部位が直線形状の場合に比べ
、他方の部材との接触面積を減らすことができる。したがって、面圧の分散を抑制できる
ので、シール性を高めることができる。
【００１４】
　また、前記シールリップ部は、前記第１屈曲部と延出端との間に設けられ、前記他方の
部材に圧接するリップ側シール部を有する構成とするのが好ましい。
【００１５】
　かかる構成によれば、シールリップ部は、第１屈曲部と延出端との間に設けられ、他方
の部材に圧接するリップ側シール部を有するので、延出端とリップ側シール部との２箇所
でシールでき、他方の部材との間のシール性を高めることができる。
【００１６】
　また、前記基部は、前記一方の部材に設けられた被係止部に係止可能な係止部を有する
構成とするのが好ましい。
【００１７】
　かかる構成によれば、基部は、一方の部材に設けられた被係止部に係止可能な係止部を
有するので、一方の部材に対するパッキンの脱落を防止することができると共に、パッキ
ンの位置決めを容易に行える。
【００１８】
　また、前記基部は、シール方向の交差方向に沿って延設された延設部と、前記連続部か
ら前記延設部と反対方向へ向かって延設されたストッパ部と、を有する構成とするのが好
ましい。
【００１９】
　かかる構成によれば、基部は、シール方向の交差方向に沿って延設された延設部と、連
続部から延設部と反対方向へ向かって延設されたストッパ部と、を有するので、基部の重
心位置が安定し、一方の部材にパッキンを安定して配置することができる。
【００２０】
　また、前記の課題を解決するために、本発明は、上下面の少なくとも一方に開口部を有
するバッテリモジュールと、前記バッテリモジュールの前記上下面の少なくとも一方に取
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り付けられ、前記開口部に流体を供給するダクトと、前記バッテリモジュールと前記ダク
トとの間をシールするパッキンと、前記バッテリモジュールの前記上下面に直交する直交
面に締結固定されるバッテリフレームと、を備えたバッテリモジュールのシール構造であ
って、前記パッキンは、前記バッテリモジュール及び前記ダクトのいずれか一方に取り付
けられる基部と、前記基部から前記バッテリモジュール及び前記ダクトのいずれか他方へ
向かって延出し、前記他方に圧接するシールリップ部と、を備え、前記シールリップ部の
途中には、第１屈曲部が設けられ、前記基部と前記シールリップ部との連続部には、第２
屈曲部が設けられ、前記第１屈曲部と前記第２屈曲部とは、互いに反対方向へ屈曲してお
り、前記バッテリモジュールと前記ダクトのシール方向と、前記バッテリモジュールと前
記バッテリフレームの締結方向は、互いに直交していることを特徴とする。
【００２１】
　本発明によれば、シールリップ部の途中には、第１屈曲部が設けられ、基部とシールリ
ップ部との連続部には、第２屈曲部が設けられ、第１屈曲部と第２屈曲部とは、互いに反
対方向へ屈曲しているので、二部材の組付時に、シールリップ部が二点で屈曲する。つま
り、シールリップ部のうち第１屈曲部から延出端に至る部位は、第１屈曲部を中心にバッ
テリモジュール及びダクトのいずれか一方へ向かって倒れるように屈曲し、第１屈曲部か
ら連続部に至る部位は、第２屈曲部を中心にバッテリモジュール及びダクトのいずれか一
方へ向かって第１屈曲部の屈曲方向とは反対方向へ倒れるように屈曲する。これにより、
第１屈曲部の屈曲作用による延出端の交差方向への移動を、第２屈曲部の屈曲作用によっ
て抑制（相殺）できる。そのため、延出端の位置ずれを抑制して、所望のシール性能を発
揮できる。
　特に、本発明によれば、バッテリモジュールとダクトのシール方向と、バッテリモジュ
ールとバッテリフレームの締結方向とが互いに直交し、締結力を利用してシール性能を確
保できない場合であっても、延出端の位置ずれを抑制可能なパッキンを用いることで、所
望のシール性能を十分に確保できる。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明では、シールリップ部の延出端の位置ずれを抑制可能なパッキン及びバッテリモ
ジュールのシール構造を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】本発明の実施形態に係るパッキンが適用されたバッテリモジュールのシール構造
の分解斜視図である。
【図２】パッキン、バッテリパック、ダクトを組み付けた状態を模式的に示す図１のＩ－
Ｉ線断面相当図である。
【図３】下ダクトにパッキンを取り付けた状態を示す断面図である。
【図４】図３に示す状態から下ダクトにバッテリモジュールを組み付けた状態を示す断面
図である。
【図５】パッキンの係止部と下ダクトの被係止部の係止状態を示す断面図である。
【図６】パッキンの屈曲動作を模式的に示す断面図である。
【図７】第１変形例に係るパッキンを示す断面図であり、（ａ）は、下ダクトにパッキン
を取り付けた状態を示す断面図であり、（ｂ）は、（ａ）に示す状態から下ダクトにバッ
テリモジュールを組み付けた状態を示す断面図である。
【図８】第２変形例に係るパッキンを示す断面図である。
【図９】第３変形例に係るパッキンを示す断面図である。
【図１０】（ａ）は、第４変形例に係るパッキンが適用されたファンとダクトのシール構
造の分解斜視図であり、（ｂ）は、（ａ）のＡ部の拡大図である。
【図１１】パッキン、ファン、ダクトを組み付けた状態を示す図１０（ａ）のＩＩ－ＩＩ
線断面相当図である。
【発明を実施するための形態】
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【００２４】
　次に、本発明の実施形態について、適宜図面を参照しながら詳細に説明する。なお、各
図中に矢印で示される、「前後」及び「上下」は、車両の前後方向及び上下方向を示し、
「左右」は、運転席から見た左右方向（車幅方向）をそれぞれ示している。
　本実施形態では、本発明のパッキンを、バッテリパック（バッテリモジュール）とダク
トのシール構造に適用した場合ついて説明する。
【００２５】
　パッキン１の説明に先立って、シール対象となるバッテリパック２及びダクト３の構造
について説明する。バッテリパック２及びダクト３は、例えば、ハイブリッド車や電気自
動車等の車両に搭載され、図示しないフロアの下方に配置される。
【００２６】
＜バッテリパック＞
　図１に示すように、バッテリパック２は、左右方向に沿って配置された複数のバッテリ
モジュール２１と、バッテリモジュール２１の前後両面に取り付けられるバッテリフレー
ム２２とを備える。本実施形態のバッテリモジュール２１は、特許請求の範囲の「他方の
部材」を構成している。
【００２７】
　バッテリモジュール２１は、前後方向に沿って交互に配置された複数のバッテリセル２
１ａ及びホルダ２１ｂと、バッテリセル２１ａ及びホルダ２１ｂを前後両側から挟持して
一体化する一対のエンドプレート２１ｃとで主に構成されている。図１では、バッテリモ
ジュール２１の左側面を閉塞するカバー部を省略して描いている。
【００２８】
　図２に示すように、バッテリセル２１ａとホルダ２１ｂとの間には、上ダクト３１と下
ダクト３２とを連通する隙間２１ｄが形成されている。この隙間２１ｄには、バッテリセ
ル２１ａを冷却するための冷却風（流体）が通流する。図２の矢印に示すように、冷却風
は、隙間２１ｄの上側の開口部から流入して下向きに流れた後、下側の開口部から排出さ
れる。なお、本実施形態では、冷却風がバッテリモジュール２１の上面から下面へ流れる
が、バッテリモジュール２１の上下面のいずれか一方から側面へ流れる構成としてもよい
。エンドプレート２１ｃは、図１に示すように、矩形状かつ板状の金属製部材である。エ
ンドプレート２１ｃには、複数のボルト挿通穴２１ｅが形成されている。
【００２９】
　バッテリフレーム２２は、バッテリモジュール２１の前後に配置された前フレーム２２
ａ及び後フレーム２２ｂで構成されている。前フレーム２２ａ及び後フレーム２２ｂは、
上端にフランジ部を有する略平板状の金属製部材である。前フレーム２２ａ及び後フレー
ム２２ｂには、複数のボルト挿通孔２２ｃが前後に貫通して形成されている。前フレーム
２２ａ及び後フレーム２２ｂのボルト挿通孔２２ｃとエンドプレート２１ｃのボルト挿通
穴２１ｅとにボルトＢをそれぞれ挿通することで、バッテリフレーム２２がバッテリモジ
ュール２１に締結固定されている（図１では前後のボルトＢをそれぞれ１つだけ図示して
いる）。本実施形態では、バッテリモジュール２１とバッテリフレーム２２の締結方向は
、前後方向に一致している。
【００３０】
＜ダクト＞
　ダクト３は、バッテリモジュール２１の上下に配置された上ダクト３１及び下ダクト３
２を備える。本実施形態の上ダクト３１及び下ダクト３２は、特許請求の範囲の「一方の
部材」を構成している。
【００３１】
　上ダクト３１は、冷却風（例えば車室内の空気）を隙間２１ｄへ供給するためのダクト
である。上ダクト３１は、左右方向に延びる略板状の部材であり、バッテリモジュール２
１を上方から覆っている。上ダクト３１の左右両端部には、車室内から空気を取り入れる
ための取入口３１ａがそれぞれ形成されている（図１では左側の取入口３１ａのみを図示
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している）。図示省略するが、上ダクト３１の前後端部は、バッテリフレーム２２にボル
トや爪部で固定される。
【００３２】
　下ダクト３２は、隙間２１ｄから排出された冷却風を図示しないファンに案内するため
のダクトである。下ダクト３２は、左右方向に延びる略板状の部材であり、バッテリモジ
ュール２１を下方から覆っている。図示省略するが、下ダクト３２の前後端部は、バッテ
リフレーム２２にボルトや爪部で固定される。
【００３３】
　下ダクト３２の上面には、平面視で略矩形状の排出溝３２ａと、排出溝３２ａの周囲を
囲む平面視で四角環状の収容溝３２ｂと、が左右方向に沿って複数形成されている。収容
溝３２ｂを形成する内壁３２ｃには、被係止部３２ｅが設けられている。被係止部３２ｅ
は、内壁３２ｃの一部を下方に所定長だけ切り欠いて形成され、他の部位よりも一段低い
段部となっている。被係止部３２ｅは、内壁３２ｃの四隅及び長手方向の中央部にそれぞ
れ設けられている。図２に示すように、排出溝３２ａには、隙間２１ｄから排出された冷
却水が流入する。収容溝３２ｂには、パッキン１の基部１１が収容されている。上ダクト
３１の下面にも収容溝３１ｂが形成されている。
【００３４】
　なお、本実施形態では、ダクト３に収容溝３１ｂ，３２ｂを形成したが、バッテリモジ
ュール２１に収容溝を形成してもよい。例えば、下側のパッキン１は、下ダクト３２の収
容溝３２ｂに収容され、上側のパッキン１は、バッテリモジュール２１の上面の収容溝に
収容される構成にしてもよい。
【００３５】
　次に、本実施形態に係るパッキン１について、図１乃至図５を参照して説明する。以下
の説明では、バッテリモジュール２１とダクト３が互いに近接乃至離間する方向を「シー
ル方向」と称する場合がある。また、環状のパッキン１で囲まれた内側を単に「内側」と
称し、パッキン１で囲まれていない外側を単に「外側」と称する場合がある。
【００３６】
＜パッキン＞
　パッキン１は、図１に示すように、バッテリモジュール２１と上ダクト３１との間、及
び、バッテリモジュール２１と下ダクト３２との間をシールする四角環状の部材である。
パッキン１は、例えば、ゴムや樹脂等で形成されている。本実施形態では、バッテリモジ
ュール２１とダクト３のシール方向は、上下方向に一致しており、バッテリモジュール２
１とバッテリフレーム２２の締結方向（前後方向）に対して直交している。
【００３７】
　パッキン１は、図２に示すように、上ダクト３１又は下ダクト３２に取り付けられる基
部１１と、バッテリモジュール２１に圧接するシールリップ部１２とを備える。なお、上
下のパッキン１は、上下対称に配置されているため、下側のパッキン１について詳細に説
明し、上側のパッキン１についての説明を省略する。
【００３８】
　基部１１は、図３に示すように、下ダクト３２の収容溝３２ｂに収容される部位である
。基部１１は、水平方向に沿って延設された延設部１１ａと、延設部１１ａの下端の外寄
り部位から下方へ延出した基部側シール部１１ｂと、延設部１１ａの上端の外側部位から
上方へ延出した立上部１１ｃと、立上部１１ｃの外側の端部の上側部位から外側へ延出し
たストッパ部１１ｄと、延設部１１ａの内側の端部から下方へ延出した係止部１１ｅ（図
５参照）とで構成されている。
【００３９】
　延設部１１ａは、シール方向の交差方向に沿って延設された部位である。
　基部側シール部１１ｂは、収容溝３２ｂの底面に圧接する部位であり、曲面形状を呈し
ている。基部側シール部１１ｂは、シールリップ部１２の延出端１２ｃと同等又は略同等
の曲率に形成されている。
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【００４０】
　立上部１１ｃは、上下方向に沿って延設された部位である。
　ストッパ部１１ｄは、基部１１とシールリップ部１２との連続部から延設部１１ａと反
対方向へ向かって延設された部位である。ストッパ部１１ｄは、収容溝３２ｂを形成する
外壁３２ｄの上面に当接して係止され、パッキン１の外側への倒れを防止する機能を備え
ている。ストッパ部１１ｄは、基部１１の重心位置を安定させる機能をも備えている。な
お、ストッパ部１１ｄを省略してもよい。
【００４１】
　係止部１１ｅは、図１及び図５に示すように、下ダクト３２の被係止部３２ｅに上下で
対応する位置に設けられている。係止部１１ｅは、被係止部３２ｅ内に差し込まれて係止
されている。
【００４２】
　シールリップ部１２は、図３及び図４に示すように、立上部１１ｃの上端からバッテリ
モジュール２１へ向かって延出し、バッテリモジュール２１に圧接する部位である。シー
ルリップ部１２は、図３に示すように、内側へ凸となるように断面視で略くの字状を呈し
ている。なお、パッキン１は、図３に示す断面形状の内外を反転させた形状にされてもよ
い。
【００４３】
　シールリップ部１２は、立上部１１ｃの上端から内側かつ上方へ屈曲して延出した第１
延出部１２ａと、第１延出部１２ａの上端から外側かつ上方へ屈曲して延出した第２延出
部１２ｂとで構成されている。第１延出部１２ａと第２延出部１２ｂとの連続部には、第
１屈曲部１３が形成されている。立上部１１ｃと第１延出部１２ａとの連続部には、第２
屈曲部１４が形成されている。つまり、シールリップ部１２は、第１屈曲部１３と第２屈
曲部１４の２点で屈曲可能となっている。
【００４４】
　第１延出部１２ａは、立上部１１ｃの上端から斜めに延出する断面視で直線状の部位で
ある。第１延出部１２ａは、水平軸に対して所定の角度だけ傾斜している。
【００４５】
　第２延出部１２ｂは、第１延出部１２ａの上端から斜めに延出する断面視で略円弧状の
部位である。第２延出部１２ｂは、中央側が下ダクト３２側へ突出するように湾曲形成さ
れている。第２延出部１２ｂの延出端１２ｃは、バッテリモジュール２１に圧接してシー
ルする部位であり、曲面形状を呈している。延出端１２ｃと基部側シール部１１ｂは、シ
ール方向で一致する位置に設けられている。第２延出部１２ｂは、水平軸に対して所定の
角度だけ傾斜している。第１延出部１２ａ及び第２延出部１２ｂの延出長さ及び傾斜角度
は、同等又は略同等に設定されている。
【００４６】
　第１屈曲部１３は、シールリップ部１２の途中部位（中間部）を外側へ屈曲して形成さ
れた部位である。第２屈曲部１４は、シールリップ部１２と基部１１との連続部を内側へ
屈曲して形成された部位である。換言すると、第１屈曲部１３と第２屈曲部１４とは、互
いに反対方向へ屈曲している。
【００４７】
　本実施形態に係るパッキン１は、基本的に以上のように構成されるものであり、次に、
その作用効果について説明する。
【００４８】
　バッテリモジュール２１と下ダクト３２を組み付ける際には、図３及び図５に示すよう
に、下ダクト３２の収容溝３２ｂにパッキン１の基部１１を配置すると共に、下ダクト３
２の被係止部３２ｅにパッキン１の係止部１１ｅを差し込んで係止する。そして、図４に
示すように、パッキン１の上から下ダクト３２にバッテリモジュール２１を載せる。
【００４９】
　このとき、本実施形態では、図３及び図４に示すように、シールリップ部１２の途中に
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は、第１屈曲部１３が設けられ、基部１１とシールリップ部１２との連続部には、第２屈
曲部１４が設けられ、第１屈曲部１３と第２屈曲部１４とは、互いに反対方向へ屈曲して
いるので、シールリップ部１２が二点で屈曲する。
　つまり、図６に示すように、シールリップ部１２の第２延出部１２ｂは、第１屈曲部１
３を中心に下ダクト３２へ向かって外側へ倒れるように屈曲し、第２延出部１２ｂは、第
２屈曲部１４を中心に下ダクト３２へ向かって内側へ倒れるように屈曲する。
　これにより、第１屈曲部１３の屈曲作用による延出端１２ｃの外側への移動を、第２屈
曲部１４の屈曲作用によって抑制（相殺）できる。
　換言すると、第１屈曲部１３が屈曲すると、延出端１２ｃが水平距離Ｌａ分だけ外側へ
移動することになるが（図６の二点鎖線参照）、本実施形態では第２屈曲部１４が屈曲す
ることで、第２延出部１２ｂが水平距離Ｌｂ分だけ内側へ移動し（図６の二点鎖線参照）
、水平距離Ｌａ＝水平距離Ｌｂの関係になるので、延出端１２ｃの外側への移動を抑制で
きる。
　さらに換言すると、第１延出部１２ａの内側への屈曲変形によって、第２延出部１２ｂ
が内側へ水平距離Ｌｂ分だけ引き寄せられるので、延出端１２ｃの外側への水平距離Ｌａ
分の移動を相殺できる。そのため、延出端１２ｃの位置ずれを抑制して、所望のシール性
能を発揮できる。
　特に、本実施形態によれば、バッテリモジュール２１とダクト３のシール方向と、バッ
テリモジュール２１とバッテリフレーム２２の締結方向とが互いに直交し、締結力を利用
してシール性能を確保できない場合であっても、延出端１２ｃの位置ずれを抑制可能なパ
ッキン１を用いることで、所望のシール性能を十分に確保できる。
【００５０】
　また、本実施形態によれば、シールリップ部１２が第１屈曲部１３と第２屈曲部１４の
二点で屈曲することで、荷重に対し変形しやすい低反力を実現でき、相手部材であるバッ
テリモジュール２１との間に働く摩擦力の影響を受けにくくなる。これにより、下ダクト
３２に対するバッテリモジュール２１のセット高さＨ（図４参照）が変化した場合であっ
ても、シールリップ部１２が確実に屈曲して良好なシール性を確保できる。つまり、本実
施形態は、セット高さＨのばらつきに対応できる点においても技術的意義を有している。
【００５１】
　また、本実施形態によれば、基部１１は、シールリップ部１２の延出端１２ｃとシール
方向で一致する位置に、ダクト３に圧接する基部側シール部１１ｂを有するので、基部１
１とダクト３との間、及び、シールリップ部１２とバッテリモジュール２１との間をそれ
ぞれ確実にシールできる。
　さらに、かかる構成によれば、シールリップ部１２の延出端１２ｃと基部側シール部１
１ｂとに作用する面圧を均一にできる。
【００５２】
　また、本実施形態によれば、シールリップ部１２の延出端１２ｃと基部側シール部１１
ｂは、同等又は略同等の曲率の曲面形状を呈しているので、延出端１２ｃと基部側シール
部１１ｂが平面形状を呈する場合に比べ、ダクト３やバッテリモジュール２１との接触面
積を減らすことができる。したがって、面圧の分散を抑制できるので、シール性を高める
ことができる。
【００５３】
　また、本実施形態によれば、第２延出部１２ｂは、中央側がダクト３側へ突出するよう
に湾曲形成されているので、シールリップ部１２の延出端１２ｃをバッテリモジュール２
１に確実に接触させることができる。
　さらに、かかる構成によれば、第２延出部１２ｂが直線形状の場合に比べ、バッテリモ
ジュール２１との接触面積を減らすことができる。したがって、面圧の分散を抑制できる
ので、シール性を高めることができる。
【００５４】
　また、本実施形態によれば、基部１１は、ダクト３の被係止部３２ｅに係止可能な係止
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部１１ｅを有するので、ダクト３に対するパッキン１の脱落を防止することができると共
に、パッキン１の位置決めを容易に行える。
【００５５】
　また、本実施形態によれば、基部１１は、シール方向の交差方向に沿って延設された延
設部１１ａと、シールリップ部１２との連続部から延設部１１ａと反対方向へ向かって延
設されたストッパ部１１ｄとを有するので、基部１１の重心位置が安定し、ダクト３にパ
ッキン１を安定して配置することができる。
　さらに、ストッパ部１１ｄは、収容溝３２ｂを形成する外壁３２ｄの上面に当接して係
止されているので、パッキン１の外側への倒れを防止することができる。
【００５６】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して詳細に説明したが、本発明はこれに限
定されるものではなく、発明の主旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
【００５７】
　例えば、図７（ａ），（ｂ）に示すように、リップ側シール部１２ｄをさらに備える構
成としてもよい。リップ側シール部１２ｄは、第１屈曲部１３と延出端１２ｃとの間に設
けられバッテリモジュール２１に圧接する部位であり、曲面形状を呈している。リップ側
シール部１２ｄは、第２延出部１２ｂの内側の側面から上方へ延出している。リップ側シ
ール部１２ｄは、第１屈曲部１３寄りの位置に設けられている。かかる構成によれば、延
出端１２ｃとリップ側シール部１２ｄとの２箇所でシールでき、バッテリモジュール２１
との間のシール性を高めることができる。ちなみに、図７（ｂ）に示すように、バッテリ
モジュール２１が、平面部２１ｆと円弧形状を呈するＲ角部２１ｇとを備え、Ｒ角部２１
ｇに延出端１２ｃが当接する構成では、組付時に延出端１２ｃがＲ角部２１ｇに沿って滑
る場合がある。かかる場合においても、本変形例では、リップ側シール部１２ｄが平面部
２１ｆに圧接するので、リップ側シール部１２ｄで補助的にシールを行え、延出端１２ｃ
とリップ側シール部１２ｄとでシール性を確実に保持できる。
【００５８】
　本発明のパッキン１は、少なくとも２点で屈曲するシールリップ部１２を備えることが
必須であるが、これを満足する限り基部１１の断面形状は適宜変更してよい。
【００５９】
　例えば、図８に示す断面形状にしてもよい。本変形例では、パッキン１の基部１１を下
ダクト３２に取り付ける場合を例にとって説明する。本変形例に係るパッキン１の基部１
１は、水平方向に沿って延設された延設部１１ａと、延設部１１ａの外側の端部から外側
へ延出したストッパ部１１ｄと、延設部１１ａの下端の内寄り部位に凹設された係止部１
１ｅとで構成されている。延設部１１ａは、下ダクト３２の上面に当接している。延設部
１１ａの上端の外側部位には、シールリップ部１２が連続して形成されている。ストッパ
部１１ｄは、基部１１とシールリップ部１２との連続部から延設部１１ａと反対方向へ向
かって延設されている。ストッパ部１１ｄは、下ダクト３２の上面に当接して係止されて
いる。係止部１１ｅ内には、下ダクト３２の上面から立設された被係止部３２ｅが差し込
まれている。
【００６０】
　また、例えば、図９に示す断面形状にしてもよい。本変形例に係るパッキン１の基部１
１は、下ダクト３２の内縁部を上下から挟持して取り付けられている。基部１１は、水平
方向に沿って延設された延設部１１ａと、延設部１１ａの内側の端部から垂設された垂直
壁部１１ｆと、垂直壁部１１ｆの下端から外側へ延出した略Ｌ字状の係止部１１ｅとで構
成されている。延設部１１ａは、下ダクト３２の上面に当接している。延設部１１ａの上
端の外側部位には、シールリップ部１２が連続して形成されている。垂直壁部１１ｆは、
下ダクト３２の内側の側面に当接している。係止部１１ｅの先端の突状部は、下ダクト３
２の下面に凹設された被係止部３２ｅに差し込まれて係止されている。
【００６１】
　本実施形態では、本発明のパッキン１を、バッテリモジュール２１とダクト３との間に
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配置した場合について説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、エアや水等
の流体の漏れ止めが必要な箇所に適用可能である。
【００６２】
　例えば、図１０及び図１１に示すように、ファン４とダクト５との間にパッキン１を配
置してもよい。なお、説明においては、実施形態と相違する点について詳しく説明し、実
施形態と同一の要素については、実施形態と同一の符号を付し、重複する説明を省略する
。
　参照する図面において、図１０（ａ）は、第４変形例に係るパッキン１が適用されたフ
ァン４とダクト５のシール構造の分解斜視図であり、（ｂ）は、（ａ）のＡ部の拡大図で
ある。図１１は、パッキン１、ファン４、ダクト５を組み付けた状態を示す図１０（ａ）
のＩＩ－ＩＩ線断面相当図である。なお、図１１の二点鎖線は、ダクト５を組み付ける前
のパッキン１の状態を示している。
【００６３】
＜ファン＞
　図１０（ａ）に示すように、ファン４は、ダクト５側に開口した略円筒状のファン本体
４１と、ファン本体４１の外周の一部から径方向外側へ突出した排出部４２とを備える。
ファン本体４１のダクト５側の端部には、冷却風を導入するための平面視で円形状の導入
口４１ａが形成されている。導入口４１ａの外周側には、平面視で円環状の収容溝４１ｂ
が形成されている。収容溝４１ｂを形成する外周壁４１ｃには、３つの被係止部４１ｄが
周方向に沿って等角度離間して設けられている。被係止部４１ｄは、外周壁４１ｃの一部
をダクト５から離間する方向に所定長だけ切り欠いて形成され、他の部位よりも一段低い
段部となっている。被係止部４１ｄは、図１０（ｂ）に示すように、周方向に沿って配列
された複数の突部４１ｅを有している。図１０（ａ）に示すように、排出部４２の突端に
は、冷却風を排出するための矩形状の排出口４２ａが形成されている。本変形例のファン
４は、特許請求の範囲の「一方の部材」を構成している。
【００６４】
＜ダクト＞
　ダクト５は、図１０（ａ）に示すように、ファン４の導入口４１ａに冷却風を供給する
ためのダクトである。ダクト５は、略板状の部材であり、ファン４の導入口４１ａを覆う
ように設けられている。本変形例のダクト５は、特許請求の範囲の「他方の部材」を構成
している。
【００６５】
＜パッキン＞
　パッキン１は、ファン４の導入口４１ａとダクト５との間をシールする平面視で円環状
の部材である。なお、パッキン１の平面視形状は、シール対象箇所の形状に従って適宜変
更してよい。基部１１は、図１１に示すように、ファン４の収容溝４１ｂに収容されてい
る。シールリップ部１２は、立上部１１ｃの一端からダクト５へ向かって延出し、ダクト
５に圧接している。係止部１１ｅは、図１０（ａ）に示すように、ファン４の被係止部４
１ｄに上下で対応する位置に設けられている。係止部１１ｅは、図１０（ｂ）に示すよう
に、基部１１の外周面から径方向外側へ突出して形成された部位であり、ファン４側が開
口した断面視略Ｃ字状を呈している。係止部１１ｅは、上下に貫通した複数の孔部１１ｇ
を有している。本変形例では、被係止部４１ｄに係止部１１ｅを被せ、孔部１１ｇ内に突
部４１ｅを差し込むことで、パッキン１がファン４に取り付けられる。
【符号の説明】
【００６６】
　１　　　パッキン
　１１　　基部
　１１ａ　延設部
　１１ｂ　基部側シール部
　１１ｄ　ストッパ部
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　１１ｅ　係止部
　１２　　シールリップ部
　１２ａ　第１延出部
　１２ｂ　第２延出部
　１２ｃ　延出端
　１２ｄ　リップ側シール部
　１３　　第１屈曲部
　１４　　第２屈曲部
　２　　　バッテリパック
　２１　　バッテリモジュール（他方の部材）
　２１ｄ　隙間
　２２　　バッテリフレーム
　３　　　ダクト（一方の部材）
　３１　　上ダクト
　３１ｂ　収容溝
　３２　　下ダクト
　３２ｂ　収容溝
　３２ｅ　被係止部
　４　　　ファン（一方の部材）
　４１ｂ　収容溝
　４１ｄ　被係止部
　５　　　ダクト（他方の部材）

【図１】 【図２】
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【図５】
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【図１０】 【図１１】
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